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斷
に
何
潘
か
を
創
造
し
て
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
？

!
a

aは
認
識
を
前
提
ど

す

る
、
認
識
は
生
&
ね
ば
.な
ら

.ぬ
事
*
不
斷
に
何
者
か
を
創
.造
し
な
が
ら
生
さ
ね
ば
な
ら 

.ぬ
事
を
前
提
と
す

る
9

從
て
科
學
は
生
き
ね
ば
な
ら
；ぬ
事
不
斷
に
何
者
か
を
創
造
し
な
が
ら
生
&
ね
ば
な
.ら
ぬ
®
VJ 

.
へ
::
：

,

^
 

a
t

ニ

七〕

經
濟
惯
値
說
の
髖
系 

.

^
八
^

r

?



第

十
九
卷

(
M

 
ニ

八)

趂

濟

惘

値

說

，の

體

系

 

a 

笫

八

號 

一
二
八

前
提
と
す
る
。
經
濟
科
學
の
爲
に
は
經
濟
的
に
生
さ
ね
ば
な
&

ぬ
*

經
濟
的
(:

常
に
$

か
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
tf
f

が
前
提
せ
ら
れ
る
O
M此
經
_

學
.に
於
.け
るr

ね
ば
な
1ら
ぬ」

を
經
濟
的
當
爲
或
ば
*

濟
的
文
化
價
値
と
言
ふo 

r

し
て
此
d

 

J

i

^

r

#
を
可
能
な
ら
し
む
.る
經
濟
的：

に
生
き
て
居
る
プ
じ

言
ふ
事
の
直
接
な
る
經
驗
を
經
濟
的
生
命 

の
直
®

或
は
體
驗V

J
言
ふ
.。
現
：在W

し
て
の
現
在
^

於
.て

體

驗

：せ

ら

れ
.る
も
の
を
經
濟
的
生
命
の
衝
動
カ
マj

言
ふ
。

我
々
は
經
濟
が
攻
化
價
値
に
從
て(

|)

經
濟
的
R
生
&
ね
ば
な
らg

 (

一
一)

經
濟
的
に
常
に
何
者
か
を
創
造
し
な
け 

,れ
ば
な
ら
ぬ
。
經

濟

的

装

含

ね

ば

f

ぬ
爲
に
富
が
存
在
し
、
經
濟
的
k
常
に
何
者
か
を
創
造
し
な

け

れ

ば

な
ら 

ぬ
爲
に
經
濟
價
値
が
存
布
す
る
？
經
濟
價
値
は
.經
濟
的
に
.常
に
何
者
か
を
創
造
す
る
が
故
に
®
値
で
あ
る
。
經
濟
學 

R
;/
け

る
«|
造

は

富

の
'̂
^
で

あ
る
、
從
て
常
に
何
等
か
の
富
を
創
造
す
る
.も
.の
こ

を
.經
濟
價
値
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。
勞
働
ヒ
效
用
ご
は
常
^

新
た
^

る
富
の
.存
在
を
可
能
な
ら
し
む
.る
.
i

へ
ら

れ

る

限

々

に

於

て
.經
濟
價
値
e

あ
る
。
-
' 

(

;:
;:
'

認
購
の
世
界
に
於
；け
る
創
造
は
凡
て

「

主
觀
k
依
る
客
.觀
の
認
識」

に
ょ
る
。
愛
に
ょ
る
。
主
觀
と
客
覜
ど
は
認 

識
界
に
•
け
る
命
^

ず
あ
る
、
，認
識
界
の
創
造
の
爲
に
豫
定
せ
ら
れ
た
一
者
ヾ

」

他
渚
、
ァ
ダ 

2 w

ィ
ク
て
あ
る

l
f
a界
の
泡
造
は
凡
て

「

主
觀
に
依
る
客
觀
の
課
識

」

に
相
似
な
る
型
に
於
て
行
は
れ
る
。

fy 

濟
が
富
の
俞
造
は
認

_
の
此
0
根
本
的
特
性

^
從
て
主
觀
的
翦
素
な
る
效
用

S
客
觀
的
婴
素
な
る
勞
働
と
に
衣
て
行 

I 
i
/
.

::

r

の
f

叫
は
人
®
^
=物
^
與
淡
的
政
治
的

#
會
的
做
理
的
美
的
歷
史
的
關
係
で
あ
る
？
然
し
此
：等
の
諸
關 

係
は
プ
ヤ
名
び
0

^

の
虫
1

的
哥
素
效
用
ど
客
觀
的
要
素
勞
働
と

^

夫
々
漏
る
る
事
な
く
內
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る

。
其 

は.
K

ク
.ム
ざ
イ
，ク
の
不
孫
は
人
間
的
物
的
經
濟
的
政
治
的
社
會
的
偷
即

•的
美
的
滕
史
的
な
る
祓
雜
な

I

係
を
雜
®
す

る
が
結
局
k
於
て
此
等
凡
'て
の
關
係
は
唯
ニ
ッ
の
根
本
的
製
素
ァ
ダ
ム
ミ
ィ
グ
s
k
:約

元

せ

ら

れ

得

る

の

と

！̂

じ
で 

あ

る

。.今

輕

濟

的

認

識

の

、王.機
を
«
胳
*
對
象
一
•般

を

價

将S
#
ぶ
.な
ら
ば
價
値
ヾ」

は
貨
幣
及
び
價
格
の
子
孫
の
事 

:

で

め

る

或

，は

價

値

ど

は

價

格
0

+
孫
の
«
で
あ
る
。
勞
働
價
値
は
男
系
子
孫
效
州
價
値
ば
女
系
子
孫
で
あ
る
o

い

;

：
：

」

'. 

'
' 

,四
‘.

'

.

X
;
y.
を
同
質
な
ら
し
め
ん
が
爲
に
行
は
れ
た
努
力
の
三
。
X
、

ン
を
觀
念
的
な
る
も
の
に
同
質
化
せ
ん
と
す
る 

努
力
。
經
濟
的
認
識
の
對
象T

般
に
，同
質
化
せ
ん
ビ
す
る
努
力
。':
任

意

の

一

一

商

品

の

交

換

價

値

X
7-
の
f t
値
を
箅
出 

す
る
爲
に
は
、
xi 

y
は
：同
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
"
X
、
yを

！
：

質
な.
ら
し
む
る
努
力
は
經
濟
學
的
に
ニ
ッ
の
方
：
 

向
に
向
つ
た
。1

.

ツ
は
物
せ.
し
て
の
富
に
同
，質
化
す
る
方
向
に
向
ひ
、

一
ツ
は
人
と
し
て
の
‘富
^
同
質
化
す
る
万
ド 

ク
た
。
前
奢
が
實
證
的
で
；あ
る
に
對
し
て
後
者
は
價
値
的
、
前
者
が
貨
髂
論
を
起
し
び
に
對
し
て
後
者
は
债
直

 ̂

を
發
生
せ
し
め
た
:0
經
濟
哲
學
：的
(1
は>

乂
:"
7
に
同
質
な
る
も
の
は
、
物
：

w

し
て
の
貨
幣
、
人
間
的
賈
値
^
身
し 

て
觅
に_

リ
具
體
的
な
る
> 
價
格
一
般
に
求
め
ら
れ
る
0
經
濟
學
の
|
|識
の
對
象
一
般
に
求
め
ら
れ
る
。

價
格
は
現
實
に
成
立
す
る
、

一

楚

時

5

點
に
於
て
は
'
.
|物
^
就
て
一
價
で
あ
る
，
任
意
の
•恨
格
例
へ
ば
五
圓
を 

取

れ

。
，
，
一

定

時

一

楚

點

に

於

.け
る
五
圓
の
價
格
は
2

.)

綿
絲
の
絹
絲
の
鐵
の
銅
の
、
種
々
な
る
生
活
必
要
品
便
利
品 

蓊
侈
品
の
五
圓
の
價
格
で
あ
り
#

る
{
ニ〕

勞
働
價
値
に
依
る
交
換
價
値
の
形
式
L

1
の
擻
値
或
は
效
用
•費
値
に
侬 

る

交

换

悄

値

の

形

式

-£
3

の
败
値
で
あ
々
得
る
"

:;
:
今

.

I

定
時
.一
定
»

に

於
ヤ
.成
立
す
.る
征
意
の
:«
;
撕
:̂.

T
、

P

價
格
の
勞
働
に
依
る
交
換
®

値

の

一
般

的

形

式

を
 

t

i

l、
效
用
に
依
名
烫
換
偾
値
.
0:'
:
'ー
般
的
.形
式
¥
 

P
の

絹 
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第

八

號

5

0

絲
の
勞
働
交
換
僧
値
の
形
式
を
以
下
同
じ
。

：

P
の

綿

絲

の

效

用

交

換

價

値

の

形

式

を

込

s
 

Pの
絹

絲

の

效
 

用

交

換

價

値

の

形

式

を

^

^
、
：
以

下

同

じ

。

と

す

れ

.ば

'

=

 

G 
.

.

.n
p 
.
.
こ(§

)

:1.
-
*̂
2

 

3 

:
.
.

1
^
1 

H
1
H
. 

H 

1
^
. 

H 

!
 

.
^
, 

f

iE
3

n

- 

• 

• 

! 

: 

, 

=

 P

 
.

.

.(
9
)

■ 

• 

i 

2
-
3

J

定

時

一

定

點

に

於

け

る

任

意

の

價

袼

p
,は
、

，無

限

に

多

數

な

る

、

勞

働

に

依

る

、

或

は

效

用

に

依

る

交

換

價

値

の
 

形

式

を

有

す

る

有

し

得

る

。

b

卜

r

+

r

+

r

H

S

T

aJ
a

づ

、ー
5

T

:+
?

3ナ
安
-
F
SD
U

:

丨

^

…

‘ 

％

)

.

.

k

^

r

+

r

+

g

r

f

al
n
 

U 

…
…

(

ニ) 

U
,
+
U
3

 
十
^

-

r

i

al
n

-

 

c

我
々
は
^
を
決
定
す
る
1
1、

H
 
1
8> 
. 
;
.
o 

L
„ 

J

、
L3
,
,
: 

o 
及
び
.：

r.、

u
i
> 

U
3

、
： 

：
"
J1
、

u
u 

u
«
> 

:
:
o

を
歎
.
へ
擬
げ
盡
す
事
は
出
來
ぬ
.，
然
’

乍
ら
"

.一

定
時1
定
點
に
於
て
成
立
す
る
任
意
の
價
格
P

の
諸
交
換
價
値
の

ニ

ッ

の

鈕

即

ち(

L
._
l
j
l、
l
3
]
2
.
_ 

v

.’y

 

. 

(

U
1 

u
t

、

u
1 

U
2
.
.
.

:)

が

、

L

T
へ/
J

u

uと
^

約

元

せ

ら

れ

得

る

琪
を
推
定
す
る(

(1
0
.
及
I
s
li
)
參
照)

。「

以
下
间
じ
l
を
了
解
す
る
も
の
ご
推
定
す
る
。

:

交
換
價
値
一
般(

^

1
及
び
-1
1

-)

に
屬
す
る
特
性
に
し
て
且
つ
個
々
の
商
品
の
交 

U
X
: 
•
。

UJ
U
、
u9
^
:

:)

^
も
屬
す
る
#
性
は
凡
て
、
全
て
の
價
格(

？)

に
屬
す
る
^
を
推
宛
す
る
、
最
後
の
推
楚
は
交 

換
價
値
歸
納
.の
原
理
.ビ
し
.て
役
立
つ
で
あ
ら
う
'

O

1

定

時i

宛
S

に
於
.て
成
*
す
る
任
意
の
價
格
P
が
內
含
す
る
諸
々
の
交
換
價
波
は
交
換
賀
览
婦,

の
S
_JS
に
衣 

て
L

T
 

s

u

i

u
と

に

蹄

鈉

せ

ら

れ

た
.

.

.

]
 

M 

.

.

K 
よ
-̂ 

—
l
=

l
p

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:.
、
1
2

 
ノ

⑴
ょ

々

セ
 

HP
.

.

.

.

.:
:

:

:•
: 

•
C
3)

12

及
13

ょ
6

?

=
扣

=
卜

-

-

-

--
-
-
-

-
:

n
o

■

(

(

:
:

.1

.-

:

:
u 

ノ V

、

卩
は
^

丨
及
び
卩
^

に
共
通
す
る
”

は
兩
者
に
對
し
て
ョ
リ
具
體
的
な
る
存
在
で
あ

る

.。

感
覺
ミ
难
純
感
f

ど
か

ら
個
々
の
心
理
現
象
が
，創
造
：的
に
綜
合
せ
ら
れ
る
欉
に
L

丁 
^
u
l
u 

S

か
ら
個
々
の
®
格
が
削
造
的
に
綜
合
せ
ら

れ

る

。

此

創

造

的

絵

合

，の

原
©
は
經
濟
の
本
則v

j

稱
せ
ら
る
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
生
產
考
の
立
場
か
ら
の
交
換
質

値
マ」

消

费

漭

の

立

場

か

ら

の

交

換

，價

値

>
し
は
、
其
雙
方
に「

最
小
の
勞
費
を
以
て
最
火
の
效
果
を
得
ん
ど
す
る」

經

濟
の
本
■
が
作
用
す
る
場
合
？
®
糊
に
創
造
的
に
綜
合
せ
ら
れ
る
。

L
l
k
s
u
r
u
 

.
の
數
値
は
算
出
し
#
な
く
と

.も

ス

經

濟

の#
す
る
所
常
に
價
格
は
成
立
す
名
現
實
な
る
ニ
商
品
，の
交
換
^

.
個
々
の
價
格
の
系
列
は

我
.々
は
個
々
の
價
格
の
_
を
價
格
一
般
呼
び
得
る
で
あ
ら
ぅ
。

.
個
々
の
商
品
は
凡
て
勢
働
或
は
效
用
^
約
ー
兀
せ
ら
れ
る
。
個
々
の
商
品
の
勞
働
に
依
る
或
は
'效
用
に
侬
る
交
換
價 

値
は
交
換
價
値
歸
納
の
，.原
理
に
依
て
勞
働
に
依
る
跣
は
效
用
に
依
る
交
換
®

®
一
般
k
約
元
せ
ら
n
る
。
勞
働
に
，侬

嗍
十
九
f
/
c
r

r
l
c
經
柳
愤
値
說
の
體
系 
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-
笫
十
t
 

(

ニ
三
ニ〕

經
澄
値
說
の
|
 

笫
八
號，

i

一
 

る
交
，換

價

値

ー
般
ど
效
用
に
'傲
る
交
換
價
値
ー
般
ミ
は
.經
濟

の

本

則

或

は

創

造

的

粽

合

の

旅

理

.に

侬

て

任

章

の

一

價 

格
に
約
元
せ
ら
れ
る
。
任
意
の
二
價
格
U
凡
て
價
格一

般
R
約
元
せ
ら
れ
る
。
凡
て
の
偵
格
を
有
す
る
i

の
は
常
で 

あ
る
"

- «
格
を
有
せ
ざ
る
も
;0
;は
經
濟
學
上
富
で
な
ぃ
。
然
ら
ば
憤
格
ー
般
は
經
濟
學
の
認
識
の
對
象|

般
に
外
な 

ら
ぬ 1

凡
て
の
艘
濟
現
象
が
I經
濟
學
の
，

g

驗

の

到

象

；

|

般
に
办
て
へ
冗
^
に
同
質
で
あ
る
事
は
疑
ひ
#
な

ぃ

餅

で

か

、
い 

ぅ
。
t
幣
は
.家
畜
織
物
銅
鏹
銀
金
等
：々
で
：あ
ぅ
得
る
然
る
に
此
場
合
典
は
純
辟
に
同
質
で
な
ぃ
。
1
疽
は
迻
#
成
は 

效
用
<:
あ
り
得
る
然
る
に
此
場
其
は
純
粹
.に
同
質
で
な
ぃ
:0
凡
て
の
貨
幣
價
値
を
有
す
る
も
の
^
共
通
て
あ
り
11
つ 

は

又1

者
勞
働
ど
他
者
效
用
ど
の
•統
一
者
で
あ
る
價
袼一

般
は
經
濟
學
の
認
.
_
の
鋳
象
-
般
と
し
て
任
意
のh

商
品 

の
純
粹
な
る
.同
質
的
*
介
^
で
あ

る

.。

任
意
の
ニ
商
品
X
V. 

y
の
同
質
化
は
經
濟
學
办
對
象
一
般
換
言
す
れ
ば
愤
格 

1

般
に
於
て
，網

極

す

る。
I

ぃ
：
-;
':'.'リ
 ̂

.
V
-
,

- 

- 

:
: 

.

:

:

:

X
、
. 

y
を
同
質
な
ら
な
め
ん
が
爲
に
行
は
れ
れ
努
力
の
四
。

x
:
y.
を
超
越
論
理
的
な
：る
經
濟
的
生
命
の
衝
動
力

に

於

：て

同

質

な

ら

し

め

九

i

す
る
努
力
。
此
部
分
.の
努
力
は
經
濟
的
認
識
の
問
題
を
取
扱
ふ
。

::
::
實
際
的
經
濟
學
者
の
爲
に
：は0
圆
0

餞
の
價
値
を
有
す
る
も
の
は
價
格
を
有
せ
ざ
る
も
の
d

し
て
其
肝
^

の
身
象

か
ら
除
外
せ
ら
れ
る
、
彼
等
の
爲
に
は
價
格
の
系
列
は
例
べ
ば
1
か
ら
始
ま
る

1

(
.

V

、2
、3

、
、. 
• 

n

、
十
、

：
—

..

.............

)

11

. 

. 

.

.

.
n

:

.

彼
等
の
立
場
か

•ら
で
は
此
は
正
當
で
あ
ら
ケ
，。
然
し
經
濟
哲
學
漭
の
立
場
か
ら
で
は
價
烙
は

0
圆
〇
綫
か
ら
始
ま
る

然

ら

ば

0.
圓

〇

錢

ビ

は

何

ぞ

。

.
变

換
''
«

値

を

中

心

 

>

」

:6
.で
^

る
，
脉

、
{晶
'?)

は

勞

働:£)

奶

函

數で
あ

る

O
I
L
。
富(

G
ノ
は
效
用
r
u)

のis

 

J
 

で
あ
るG

=

もU
。

勞
働
ビ
赏
用
泛
は
價
格
に
約
元
し
得
ら
れ
る
而
し
て
富
^

)

は
慣
格(

P)

の
函
擻
で
め
る

f
 

F

 (

p
^
i 

(

G
:
/
は
貨
r(

M)

の
凾
數
で
あ
る
o
"
'(

g)

。
然
る
^
貨
龄
は
凡
て
價
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
，
绝 

て
G

A
M
V
は

又w
"F

(p
y

R

約
元
し
得
ら
れ
る
0
經
濟
學
の
認
識
の
對
象「

股
は
便，

^

W
=

F
(

P
}

:
;

:
:

:
,

.
:

.
…

：

：

.

2

5

は
經
濟
學
に
於
け
：る
命
題
的
函
數
で
あ
る
。
料
S

て
は
L

I

働
で
あ
る
事
が
：豫
定
せ
ら
れ
て
居
る
從
.て

r

勞
働 

.が
欢
さ
れ
た
も
の
は
富
.で
あ
'る」

は
|
命
跟
で
.あ
る
°

州
に
於
て
は
じ
が
效
用
.て
あ
る
事
が
豫
®

せ
ら
れ
て
®
る
從 

V
「

效
用
を
有
す
る
も
の
は
富
で
あ
る
し
は
：ー：命
題
で
あ
る
。
>

5

に
於
て
庳
が
貨
幣
で
あ
る
事
ょ
豫
定
せ
ら
れ 

:て
'居
.る
從
て
-
貨
幣
價
値
を
有
す
る
も
の
は
富
で
あ
る
し
は
ー
命
題
で
あ
る
。F

C
P

)

に
於
て
ド
は
值
格
|般
で
あ 

: ^

、
：P

R

L
、
U

、
M

の
何
れ
を
代
入
し
て
も
ミ
=

^

?

>は
成
立
す
る
。
從

て
\

<

"

^

3はG
4

L

 

G
4

U
'

 

g
=
7
(
m
:
)
:

の

諸

命

題

に

對

し

て

命

題

的

.凾

擻

ブ

 

一
函
數
で
ぁ 

る

8

濟
#

に
於
け
.る
命
®

的
®

數

W
=

F
(

P
)

は
經
濟
學
上
に
於
け
る
凡
て
の
諸
命
題
を
滿
足
せ
し
め
る
。

命

題

的

函

數(1
5
)

に
於

て

、

a
が
正

當

の

種

類

の

對

象

で

あ
る
な
ら
ば

、F
(p

)

は

a
が
如
何
樣
k
選
ば
れ
樣

ミ

も

眞
 

て
メ

る

仞

ベ
ば

a
.力
〇

!t
s
〇
錢

9

個

格

t
有
す
る
富(

空
^

>

水

や

人

の

才
能
の
如
含
或
は
火
星
に
於
.け
る
食
物
、
 

衣

服

"
住

家

の
如

さ

}で
あ

多
場

合

に

も

空

氣

や
水
や
人
の
才
能
や
火
星
人
の
食
物
，
衣
服
9住
家

が

：何
等
か
の
意
味
に 

於

て

#

で
あ
る」

莶

間
の
人

：々

に

認

て

.居
る
哏
务
此
等
の
i
.の

は

凡
て
經

囊

第

十

九

卷C
I1

三

き

l

l
^

f
 

•
 

ニ 

g



ノ
第
十
九
# 

(

ニ
三
四
ゾ
.：
.級
濟
傲
麻
霞
.髖
系
 

紙
八
紙
.

一
三
四 

便
格
の
系
列
は(

：
。
i

〜

、
气

…

_
: >

圓

で

あ

る

せ

考

へ

ら

れ

て

居
：：

る

。

儇

格

奴

全

系

列

は

經

濟

學
CD
i
ig 

對
象
一
般
を
表
屻
す
る
。
此
價
格
の
全
系
列
の
始
め
に
於
て
豫
定
也
ら
れ
な
け
れ
‘ば
な
ら
ぬ
も
の
は
〇
圆
〇
錢
で
ゐ 

る

,0
對

象一

般
k
對
し
て
豫
班
せ
ら
れ
る
も
の
は
主
觀一

般V
’

あ
る
"
然
ら
ば
〇
圓
o
錢
は
經
濟
學
の
認
識
虫
觀
一 

,般
に
外
な
ら
ぬ
。

0
圓
〇
餞
を
敢
て
貨
幣
と
呼
ぶ
な
ら
ば
貨
幣
は
經
濟
的
認
識
の
主
觀
で：

あ
る
。
經
濟
的
認
識
主
觀
は
經
濟
⑽
生
命 

が
體
驗
せ
ら
れ
る
所
常
に
存
在
す
る
ミ
豫
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
當
爲
で
め
る
。
然
ら
ば
經
濟
學
に
於
け
る
双 

値

刺

斷

の

絕

對

的

標

準

は0
*
0
_
の
貨
幣
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
檨
に
し
て
勞
働
慣
値
、
效
用
贤
货
の
絕
對
的 

標
準
は
〇
'勞

働

と

〇
效

用

ォ

で

あ

り

其

，は

夫

，々

生

產

者

的

認

識

の

主

觀

、
消

赞

者

的

認

識

の

主

觀

に

外

な

ら

ぬ

o
a 

:

濟

學

者
.が
對

象

の

み

を

問

題

と’す
る
■限
>
價
値
判
斷
の
絕
對
的
標
準
は
求
め
得
ぬ
。 

.

:
.〇
圆
〇
錢
が
經
濟
的
M
識
主
觀
で
あ
る
ぐし
す
る
な
ら
ば
〇
圆
0
錢
の
價
格
を
有
す
る
も
の
士
は
呵
ぞ
。
其
ょ
凡
て 

の
價
格
を
有
す
る
も
の
の
爲
に
豫
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
從
て
凡

て

の

交

換

價

値

を

有

す

る

も

の

の

嚅

，•， 

豫
定
せ
ら
れ
な
け
れ
:w
r
打
レ
ぬ
も
の
即
ち
經
濟
學
者
の
所
謂
使
用
價
値
に
外
な
ら
ぬ
。
0
圓
〇
餞
の
價
格
を
有
す
.る 

も
の
成
は
〇
圓
0
錢
の
交
.換
價
値
を
有
す
る
も
の
と
は
庇
用
價
値
の
事
で
あ
る
。

•
我
々
：は

〇

圓

〇

錢

の

，交

換

價

値

を

認

め

る

從

て

凡

て

の

使

用

價

値

は

交

換

價

値

を

有

す

る

從

て

使

用

價

度

は

經

濟 

學

の
IF
當

な

る

硏

究#•
象

，で
.あ
う
# ;
る
o
交

換
II
値

概

念

を
»
張

す

れ

ば

使/«
價
値
も
交
換
憤
値
を
有
す
る
日
ー
し
〇 

圓
〇
錢
の
交
換
惯
値
を
有
す
る
0

:

使
用
偾
値
を
内
含
し
た
交
換
倩
値
は
最
在
來
の
意
味
に
於
.け
る
.經
濟
學
の
認
識
の
.對

象

；'役
で
な
い
、
执

.
,
'
1
. 

j
.

ニト
！
i

i
 

.• -
u
.
t

ろ
價
格
一
般
成
は
命
題
的
函
數
:.
'

.̂ =
 

1
^
1
?
、
(-

於
1:

表

現

せ

ら

る

可

き

名

，
の

で

あ

る

0

經
濟
學
の
認
識
の
對
象
は
正
.

.硇
に
搬
張
せ
ら
れ
た
。

認
識
と
ば
主
觀
R
依
る
客
觀
の
認
識
で
あ
る
"
對
象
一
般
が
豫
宛
せ
ら
れ
る
、
主
觀
の
對
立
が
豫
定
せ
ら
れ
る

， 

對
象
の
存
在
も
主
舰
の
豫
定
も
生
命
の
存
在
が
豫
定
せ
ら

れ

て

こ
そ
始
め
て
有
意
義
さ
な
る
。
然
る
に
認
識
す
る
も 

の
の
立
場
か
ら
で
ば
生
命
の
存
在
其
者
は
認
識
以
-H
0
も
の
認
識
の
爲
に
豫
足
せ
ら
る
可
き
も
の
超
越
論
理
的
め
る
山
H
 

も
.の
’

y

あ
る
。「

我
考
ふ
し
が
否
定
せ
^ /
れ
な
い
以
上
生
命
の
存
在
は
疑
ひ
得
な
い
^
我
ゃ
は
生
命
の
存
在
を
現
在
ど 

^

て
現
：往
に
於
て
直
接
且
つ
確
實
^
經
驗
し
得
る
。
生
命
の
衝
動
カ
は
認
_
す
る
も
の
て
も
な
け
れ
ば
せ
ら
れ
る
も 

の
で
7
P
«
-
い
純
一
'無
双
な
る
生
：命
其
儘
の
實
在
で
あ
る
。

:
我
々
ば
X'
、

y
の
同
質
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
を(

1
〕

物
的
な
る
富
に(

ニ)

人
間
的
.な
る
價
値
に(

三)

觀
念
的
，

 

な

る

經

濟

學

の

對

象

：ー

;'
:
'般

妃

求

め

长:°
實

際

的

經

濟

學

者

の

爲

に

は

與

へ

ら

れ

た

對

象

の

一

般

的

存

在

以

上

に

純

粹 

同
質
的
な
る
も
の
ば
求
め
得
ら
れ
な
い
又
求
め
る
必
要
の
な
い
も
の
ミ
せ
ら
れ
て
居
る
。
經
濟
哲
學
者
の
爲
に
は
對 

象

.

一

般
は
主
觀1

般
に
對
立
す
る
當
の
も
の
で
あ
る
、
對
立
者
が
存
す
る
以
上
對
象1

般
は
最
早
哲
學
的
意
味
に
於 

け
る
純
粹
な
る
同
質
的
媒
介
者
で
な
い
、
彼
の
^
に
は
對
象
一
般
ミ
主
觀
一
般
と
を
可
能
な
ら
し
む
る
經
濟
的
生
命 

の
衝
励
カ
こ
そ
ズ
、

ァ
を
同
質
な
.ら
し
む
る
純
.
1
無
双
な
る
同
質
的
媒
介
者
で
あ
る
0
彼
は
言

ふ
。X

、

y
の
同
質 

を
可
能
な
ら
し
む
る
純
：，

r

無
：双

な

る

同

質

的

媒

介

者

は

經

濟

的

生

命

の

衝

動

力

で

あ

，
る

。
.
.

經
濟
的
生
命
の
衝
動
カ
ば
經
濟
學
，の
主
觀
1.般
ど
對
象1

般
ど
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
其
は 

經
濟
學
的
命
題的

；！

數

W
=

F
(P

)  

V」

同
格
で
あ

る
0
何
者
ば
對
象」

般
ヾ」

主
觀
一
般
i
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の 

;
飲
十
九
卷

C
.1

ニ
u
3l)

::
,:'
;
經

爵

値

說

の

體

系

::，

, 

鍛

八

號
r
§



_

第

十

九

卷a

 

ニ
I
s
 

. 
I

似
I

體
系 

第

八

號

I

 

は
二
ツ
あ
彡
得
な
い
か
ら
で
あ
る
o
.

x
i 

y
の
同
質
を
可
能
な
ら
し
ひ
る一

者
を
貨
幣
、
他
者
を
®
値
、
統
一
者
を
價
格j

般
ビ
す
れ
ば
經
濟
的
生
：命 

の
衝
動
力
は
第
四
者
で
あ
る
。
_

々
は
此
の
第
四
者
に
於
て
X
, 

y
の
同
質
を
可
能
な
ら
し
む
る
飩
一
無
双
な
る
且 

又
超
越
霧
的
な
る
同
質
的
媒
介
者
を
得
た
。
經
濟
的
生
命
の
.衝
動
力
は
"
着

論

理

的

な

る

、
.經

濟

的

價

黯

斷 

の
標
準
で
あ
る
。
興
處
に
於
て
は
S
H
1
I
で
あ
6
得
る
-n  =

 n

 +

 l

で
あ
り
曝
る
。

經
濟
熵
値
說
の
體
系 

：
：
：
 

, 

.

.
• 

.

. 

• 

. 

I
. 

.

.

.

. 

. 

• 

•
.
.

V  

序
說
：：

:

:
:
:
:
:
:

:

■

，-
'
.へ
 

0

1

篇

貨

幣

.

. 

.

:'
第
二 
篇
>
:

:
,;
;
r

f

_

以
上
は
：經

濟

價

値

說

に

於

竹

る

三

個

の

：顧

始

的

舰

念

で

，あ

る

。

:

.
■

' 

. 

h
丨

:ぃ

第

四

篇
'

W

濟

學

的

認

識:;
:
:
.
卜 

，
 

坑
四
篇
は
輯
濟
價
値
：說
に
於
け
る
諸
法
則
を
含
む
.
；
-:
!

:「

.
f
ヤ
ノ
ズ
マ
シ
氏
著
經
濟
摩
槪
說
、
三
十
三 

> 
四
，
書

、
限
界
效
甩
の
ダ
ィ
ア
グ
ラ
ム
に
依
る
說
明
o

 ̂

^
 ^
ン
氏
は
此
の
作
圖
を
次
の
加
ぐ
說
明
す
る
。
 

「

我

：々

は

Fig. 

2
.

に
於
け
る
U
を

，『

效

用
®

線』

ミ

呼

ぶ

フ

此

曲

線

に

關

す

名

.荫

品

の

：以

：釐

が

消

费

せ

ら

れ

る

臨

、

該
商
品
oa
よ
り
得
ら
れ
る
全
部
效
用
は
o 

a 

C
び
叉
限
界
效
用
は
其
の
：高
ザ 

I

ac
な
ろ
矩
形
で
あ
：る
o
若
し
供
給
增
加
の
訃
觉
が
極
め
て
僅
少
な
る
避
^
於 

て
爲
S
れ
る
場
合
此
組
形
は
極
め
て
幅
の
狹
い
も
の
で
あ
b
将
よ
ぅ
。
約
# 

::
-
す
れ
ば
我
々
，は

取

に

次

の

如

く

言
.ひ
得
る
、
限
界
效
用
は
ac
で
あ
る
、

V
。

Ob 

;

が
消
#
せ
ら
れ
る
場
合
' 
全
部
放
用
は
0
匕
U
又
限
界
效
m
は
零
で
あ
る
o 

la
がg

喪
せ
ら
れ
る
場
合
、
全
部
效
W
はO

b
U

丨b
e

d

又
限
界
效
用
は
加
で 

M
あ
る
。：

G
に
於V

直
佝
R
交
は
る
直
線
は
座
標
軸
き
师
ば
れ
る
。
11
1
1線
ヾ
OX 

ベ
美

間
に
於
け
る
#

々
な
0
直
的
距
離
は
其
の
縱
座
標
、
且
つ
又
肋
線

ど
O Y 

::
!
w
,の
間
の
水
#
的S

離

は

其

の

橫

痤

檄

ご

呼

ば

れ

..る
。
UU
11
1
1線
が

放

上
の」

 

點
よ
6
出
.發
す
る
事
は
、
常
に
必
ず
し
も
可
能
で
な
い
、
现
論
的
^
さ
へ
も
そ 

で
あ
る
、
：何
者
は
商
品
の
最
初
の
增
加
贵
の
效
用
は
無
限
で
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る」

？

S

此
の
場
合
チ
ャ
ッ
•フ
マ
ン
氏
が
3X
を
以
て
財
貨
の
4
を
計
ら
んW

す
る
は
ni
l
か
て
あ
る
、
然
る
^
凡
は
何
を
計
避

, 

: 

.

.

.

. 

. 

• 

•
. 

. .
r
c

す
べ
さ
で
あ
る
か
？
. 

o::
a
'c
f

の
矩
形
が
極
め
て
幅
の
狹
き
も
の
で
あ
む
得
、
結
屈
に
於
て
限
界
效
用
は
“
で
あ
る 

事
を
約
赏
せ
る
處
か
ら
見
れ
ば

0¥
は
效
用
を
：計
*
す
べ
き
も
の
の
如
く
昆
ゆ
る
。
チ
氏
に
從
ベ
ば
矩
形O

 

a 

cf
は 

限
界
效
用
で
あ
る
> 
4

cf
、

ao
の
問
を
無
限
に
.狹
め
て
行
き
、
f

が
C

に
V

O

.が
a

に
重
な
つ
た
場
合
、
矩
肜
〇
a 

。
£
は
ー
直
線
2
ビ
な
：る
。
幾
何
學
の
考
へ
方
に
從
へ
ば
炻
肜
は
縱
の
線
€
橫
0
線
ど
を
必
然
に
耍
求
す
る
、
從
て 

一
^
"
袖
3
は
^
形
で
«

い
。
故
に
：限
界
效
用
が
任
意
の
矩
形
0 

a 

c
f
に
於
て
表
明
せ
ら
る
可
き
も
の
ご
す
れ
ば
* 

笫

十

九

卷(
H

三
七)

.

.經
濟
愤
.値
說
の
體
系 

笫八
號一
三七

1
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ニ
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經
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值
値
說
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體
系

笫

八

號

〗

三
八

ca
は
限
界
效
用
を
表
明
す
る
も
の
で
な
い
。
然
ら
ば
5
は
何
を
意
味
す
る
や
、

一
般
に
JU
7
仙
線
上
の
任
意
のp

の
龙 

-

.座
標
は
何
を
f
 

f
ベ
i

の
で
あ

る

か

。

抑
曲
線
上
の
諸
點
の
諸
横
座
標(

此
の
場
合
財
貨
の
f
lを
計
る)

に
對 

す
Iる
諸

縱

魄

檄

ば

財

廉

，の
量
に
對
す
；る

欲

望

を

針

量

す

る

も

の

て

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

蓋

し

效

用

は

ミ

欲

組

の 

獎
象
た
る
則
の
存
在
ど
を
條
件
と
し
て
發
生
す
る
ネ
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
效
用
11
1
1線
上
の
任
意
の
I
s
を
說
JJ 

す
る
：に

效

用

の

縱

囊

を

用

ふ

る

は

科

學

Jb
無
意
義
で
あ
る
。
效
用
曲
線
の
み
が
問
題
で
あ
盖
つ
又
效5

=

山
線
b 

,の
任
意
0

4
點

の

座

標

例

：へ

ぱ

々

點

の

座

標

を

來

め

ん

？
す
る
.揚

合

.

y,

點

：の

煺

標.
oa
の
#
貨
v
of
の
欲
望
V 

、

：
.

UL
fi
i
i線
を
• y

"  0
X

で

表

は

す
o
此
場
命
X
を
消
费
せ
ら
れ
る
財
の
量V」

す
れ
ば
、

y
は
其
に
對
す
る
欲
望
。
X

を 

.欲
望
せ
す
れ
ば
"

ダ
は
其
に
對
卞
る
消
费
せ
ら
れ
る
財
の
量
で
あ
る
。
效

用1

般

T
•就
.て
言

ふ

場

合

、

欲

望

•か
變
化 

す
れ
ば
消
费
せ
ら
れ
る
财
の
®
は
變
化
す
气
反
對
の
場
合
も
眞
で
あ
るo

效

用一

般
R
就
て
の
說
明
の
毀
合
♦
は 

费
せ
ら
れ
る
則
の
跫
が
變
化
す
れ
ば
效
用
は
變
化
す
る
ふ
言
ふ
は
無
意
_
で
あ
る
0
何
者
ば
效
用 

一
«

の
變
匕
ょ
效 

用

|!
|
1
線

>1
:
於
て
旣
に
識
定
せ
ら
れ
て
居
る
か
&
で
あ
る
0:矩
形
0 

a

cf
は

o
a

x
a

c

で
あ
る
0
積
は
可
を
意
味
す
.

る

や

。
：
ヨ

リ

具

體

的

な

ら

ざ

る

立

場

に

あ

る

ニ

，ッ

の

認

_
形

式

が

1
ハ

具

體

的

な

る

立

場

に

創

造

的

に

せ

ら

て
 

る

事

を

意

：味

す

る

。

今

の

場

合

、

. 

、

'-
■'(

消
费
せ
ら
れ
る
財)

X (

欲
S

"
效
川 

.

を
意
味
す
る
。

, ー̂

ぶ
る
^
に
由
A

ox
は
泎
t
せ
ら
れ
る
財
貨
、
)Y
は
欲
望
を
•計
最
す
る
も
の
ぞ
す
れ
ば
、
乂
は
疋
の
双
、

OY
は

負

の

線

で

な

け

れ

ば

な

も

ぬ

。

何

者

ば

：收

-
_は
.正
，に

消

費

せ

ら

る

可

ぐ

旣

じ

蓄

積

せ

ら

れ

た

财

貨

V
猜

陲

妁

な

6

l

r

.

n

g

一-.

稃
在
を
表
は
す
；.に
對
し
、
O Y
.は
自
身
何
等
積
極
的
な
る
貯
へ
を
有
‘せ
ず
、
然
も
尙
消
©
せ
ん

ご

す

る

欲
望
-
消

極

的 

な
る
杯
在
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
で
今
解
折
幾
何
學
の
約
束
に
從
：ひ
、
互
に
直
fj
t:
交
は
る
ニ
ツ-  

の
直
線
ヰ
、

¥¥
を
水
平
ど
璧
蓝
に
引
き
*
交
點
を
原
點
、
依
て
以
'て
生
ず
る
PM
ツ
の
直
灼
の
世
界
の
第
一
象
眼
に
於

け
る
ニ
ツ
の
座
標
軸
§
、
0¥
を
共
に
正
の
直
線
、
第
二 

象
眼
に
於
け
る
冗
、
观
を
夫
々
正
"

負

の

直

線

"

第

三 

«

眼
^

於
け
る
观
、
|
を
共
に
負
の
直
線
ノ
第
四
象
眼 

に
於
け
る
|

、
O X

を
夫
々
負
"

正
の
直
線w

す
れ
ば
？

チ
ヤ
ァ
ブ
マ
シ
氏
の
前
記
の
效
用
曲
線
肌
は
浓
ニ
象
哏 

若
し
く
は
第
四
象
眼
に
於
て
表
現
せ
ら
る
可
き
も
の
で 

.あ

.ら
ぅ

。

TI
I
チ
ヤ
ッ
プ
マv

氏
の
前
揭
書
、西
七
十
四
頁
を
關
け
ば 

「

線
合
®
要
及
び
踪
合
供
給
の
ダ
，

「

ィ
ア
グ
ラ
ム
に
依
る 

說
明」

な
る
見
出
し
の
下
に
次
の
如
き】

®

を

見
出
す 

て
あ
ら
ぅ「

上
に
論
せ
ら
れ
た
一
一
個
の
場
合
は(

其
處 

に
，於
て
は
諸
事
物
が
一
定
の
比
例
代
於
て
綜
合
的
に
雪 

要
せ
ら
れ
或
は
供
給
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が)

ダ
ィ
ア 

グ
ラ
ム
^
依
て
說
明
せ
ら
れ
る
°
3
^*
1

0を
考
ベ
ょ
。

.第
八
號
、

i
_
H九

紙
十
九
卷

I
H
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i
1
n
卷

ハ

a

雪

|

囊

.:

.

':
バ
 

第

八

铖

一

四

〇

岁

J 
I 

X 

.貨
幣
は
奴
に
從
ふ
て
計
量
せ
ら
れ
> 

ナ
イ
.フ
の
中

身

M
f
e
b
l
a
d
e

成
は
ナ
イ
フ
の 

一

,

1
.

j 

#

€
客
岂
穿
或
は
雙
方
を
表
は
す
諸
4
使
は
汉
に
從
ふ
て
計
ら
れ
る
。
D

は 

ン1
」

：
.

ス

I
 

I

特
定
«
類
の

ナ
イ
フ
の
講
中
身
i
諸
柄
も
に
寿
す
る
需
婴
*

線
で
あ
る
。
‘

は
中 

.

|

も
/

\
人

.

身
^
對
す
る
供
給
_
線
で
あ
る
。

5,
は
ナ
不
ハ
办
f

 
,

":
ナ

イ

フ

の

柄

ょ

り 

頃
{ C
，
け

^

^

r
—

i
i 

‘

成
る
諸
眾
位
に
對
す
る
供
給
版
線
で
あ
る
^

即
ち
^

ミ
と
み
^
の
問
の
距
た
ぅ
ょ 

.
• 

v

v
 

v

 \

 

I

 

:
枘
に
獎
:t
る
供
給
價
格
て
A

る
。
.然

‘

ば

實

ら

れ

る

め

は

光

暈

の

柄

及

び

乂

量
の 

|

\

'
:

こ

| 

‘

中

身

で
あ
り
。
中
身
_の
價
格
は
や
又
柄
の
價
格
は
3
で
あ
ら
ぅ」

。此
の
場
合
>
<
が 

O

I~

1~

I

l

f~

 

C

心
給
せ
&

れ
る
ナ
ィ
フ
の
量
—

が
其
に
對
す
る
偾
格
を
計
る
事
は
器
で
ら
る
。

.

.

: '
.

,-
'

然
ら
ば
チ
ヤ
ッ
。フ
マ
ン
氏
は

如
何
な
る
¥
據
£

气

0¥
.
を
以
て
效
用
ビ
貨
幣

6 

f

 

S

に
計

s

f

の
て

t

ぅ
か
。：

f

ヤ
ッ
ブ
マ
ン
氏
の
第
三
圖
は
、
靈

曲

t

f

e

し
て
、
座
I

X
 

2

格
0¥
は
5

せ

矣

る

財

貨

の

最

ぶ

四

_

は
限
界
效
用
2

?

ノ

。
及

益

に

» 1
し
て
、X

ょ
價
J

Y 1
S 

: 

U

パ

び

f

 S

位
。
欲

獲

企

業

の

馨

、
Q

に
對
し
て
，

0 X
は
企
業
の
生
J

s

l

。

m

 

! !
■

。
_

狎

隱

、
彼

は

「

勞
働
及
び
資
本
の
授
S

-

O Y
は
小
麥
の
收
5

第
I

第
八
圖

P
,

.

l

 

1

1

1

0
.

然
ら
ぱ
チ
ヤ
,

グ

マ

ン

氏

は

如

何

な

る

錫

に

管

，
同

じ

座

襟

雙

、

Y
I

其

は

の

便

宜

に

使

用

せ

ら

れ

る

の

t

。
成

ば

！

i

氏
の
如
！

^

^

^7
「

わ

^

§ ?
t ;
i

■.
.一F 

j

-
.
.
.
.
,

i. 
-

-
g
_
F

學
♦
性
質
の
槪
念
そ
含
む
、
•其
は
數
學
的
精
_
を
以
て
分
析
せ
b
る
べ

T̂v

も
の
で
め
，るV

第
二
、
經
^

の
成
る 

部
!1
'
]
-
*
々
、
其
部
1
:
(:
:
於
|て
は
記
號
法
或
は
作
圖
法
を
實
際
に
使
用
す
る
骐
に
依
て
布
效
な
る
助
カ
が
將
來
せ
ら
れ

る
。
數
學
は
、
現
在
に
：到
る
迄
‘の
所
> 
經
濟
的
な
る
硏
究
及
び
說
叨
に
於
け
る
絕
對
に
必
須
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
逍
與

で
あ
る
_
を
宂
證
し
な
か
つ
れ
。
然
し
唯
ら
數
學
的
な
る
諸
®
念
を
經
濟
11
論
の
中
心
問
题
に
適
州
す
る
事
^
ょ
つ
.

て
發
生
す
る
利
益
は
、
是
を
敢
て
揚
言
す
る
ら
誇
張
^
失
す
る
の
虛
は
な
い」

K
ey

n
es,.  S

c
o
p
e

 

a
n
d

 

M
e
l  h

o
d
.,  

p
.

2
6
7
.

我
々
は
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。：

： 

：

:

(I
V
今
l
lr
.l要
曲
線
ど
供
給
[i
l
l線
V
J
I1
相
交
は
る
も
の
£
;

则
提
す
る
"
此
場
合
密
し
も
髂
耍
曲
線
マ」

供
給
曲
線
€
が
密
で 

:な
か
0
た
な
ら
ば
換
言
す
れ
ば
連
，3
し
て
居
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
st
、
s,
v

D

の
曲
線
は
互
R
其
の
間
隙
に
引
か
れ 

'
/a
:か

も

知

れ

ぬ

。
，其

場

合

交

點

は

生

せ

.ぬ

::
從
て
«

«
の
|1
5
は
な
い
。
^
»
學
者
は
需
^
_
«1
ど
供
給
曲
線
ご
；が

共

::
,
; 

:
に
密
な
る
事
を
瞪
明
せ
ね
は
な
ら
ぬ
::
0
:
證
明
は
仲
々
困
雞
で
あ
る
°

一
(V
)
D
:

及
び
S
の
曲
線
は
夫
々
！

§

耍
及
び
供
給
の
曲
線
で
あ
も
、
然
ら
ば
D
或
は
3
上
0
點
は
凡
て
需
婴
成
は
供
給
の 

點
で
あ
る
、
然
ら
ば
第
三
1|
に
於
け
.る
ゎ
、
3
の
交
點
：0:
'
は
需
要
及
び
供
給
の
點
で
あ
る
。
交
點
.は
其
®.
で

は

決

し 

.て
惯
格
の
點
で
な
い
。'
9

0
縱
座
標
比
，か
求
め
ら
れ
だ
時
、
始
め
て
、
交

職

C
は
此
ca
の

l
a

•た

る

限

办

に

於

て

债

' 

格
の
點
ヒ
な
る
。
價
袼
は：

需
數
肋
線
士
供
給€

線
と
の
.交
點
に「

め
る
の
で
は
な
い
。
價
格
は
其
交
點
の
縱
座
標
で
あ

る
。
. 

：

.

.

.

•
.

..

l
g
/ 
I
 

. 

. 

■ 

'

び
今
馆
三
國
に
於
け
る
13
肋
線
上
"

C以
外
の
任
#
:
の
點
ど
を
取
り
、
，c
1

6
X
へ
下
せ
る
幽
線
が
OX
ビ
交
は
る
點 

:
を
：̂
:
ぞ
す
れ
ば

笫

十

九

卷(

ー
ニ
三
ニ)

經
濟
似
値
說
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體
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笫

八

號
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四
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八

虎

一

四

ニ
 

.

，'
-
，
'
ビの
座
標

財̂
貨
の
服
ナ
偕
格
の
⑷)

ミ

曲

線

上
"

C以

外

の

任

意

の

點

ー

を

取-
^
ょ
ぅ
敗
下
せ
る
1|
線
が
欣
ミ
交
は
ー
る
點
を
ド
ど
す
れ
ば 

.

-:
0-
の
座
標(

，财

貨

の

巧

惯

格

芯

)

'-

: 

一

St
は
.供
給
曲
線
な
る
故
、
ー
の
量
を
提
供
せ
ら
れ
る
財
の
量
を
以
て
說
叫
す
る 

V
.  

' 

i

は
無
意
義
で
ぁ
る
づ
何
者
ば
を
は
旣
に
興
を
含
ん
で
居
る
か
ら
て
ぁ
る
”
供
給 

V
丨

I 

. 

D 

に̂
到
す
る
も
の
は
需
悪
で
ぁ
.る
。
"
C
の
橫
座
擦
は
財
の
量
で
な
く
て
、
財
：に
#
す 

2. 

.:
/ 

!  

•る
欲
辍
を
計
鸷
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
欲
留
の
許
量
は
負
の
直
線
に
依
て
偽
さ
れ
る 

故
广
の
榄
座
標
伽
は
第
ニ
象
眼
に
ゲ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
價
格
は
需
要
と
供
給
ど 

.
,に
共
通
^

0¥
(:
沿
ふ
て
計
ら
れ
る
ど
す
れ
ば
、
第
四
圖
の
需
要
曲
線
と
供
給
曲 

線
士
は
、
夫
々
、
.第

1
象
眼
及
び
第
ニ
象
眼
^
表

現

せ

ら

る

可

さ

で

あ

ら

ぅ

。 

第
五
11
參
照

_

_

_

_

_

_
 

.

_

-

.

.今
ナ
ィ
フ
の
鋳
要
^

供
給
と
に
は
變
化
な
く
，
貨
幣
價
値
の
側
に
變
化
ぁ
り
、
;.

• 

. 

o價
格
が
^
か
ら
<
£

(

或

は
{0)
へ
下
つ
た
と
す
.る
。
此
場
合
fは
！；

|
要

11
1
1線
、
II
:ハ
 

給
仙
線
の
何
れ
の
上
^
も
な
い
。
從
て
D
丨
を
の
交
點
に
な
い
。
此
事
は
第
四
圖
に
於
て
は
不
合
理
に
見
ゆ
る
が
龄 

五
圖
に
於
て
は
何
等
の
不
都
合
も
起
さ
#

い
。

M
に
ナ
ィ
フ
の
髂
要
が
變
化
し
て
*
°
が
例
へ
ば
ビ
に
變
化
す
る
な

ら
ば
、
其
に
從
て
供
給
も
®
化
す
る
C
然
る
に
凡
て
の
變
化
す
る
供
給
の
點
は
^
の

上

に

豫

宛

せ

ら

れ

て

居

る

。

今 

遍

化

し

た

供

給

の

點

を

例

べ

ば

ぐ

ざ

す

れ

ば

、

惯

格

c

正

し

<

':
I
J
:
« .
: i
の
：點

y

は
：'需

要

f

供

給

$

の

交

點

に

な

い

、：

此

事

は

第

四

圖

.に

於

て

は

不

合

理

k
見

ゆ

る

が

、

第

五

圖

に

於

て

は

何
 

缭

の

不
都
合
も

起

ら

な

い

。

VI
D
及
び
S
は
其
の
あ

る

可
き
象
眼
を
異
に
す
る
、
從
て
決
し
て
栩
交 

は
；る
事
は
な
い
。

^

’及
び
3

11
1
J
線
上
の
凡
て
：の
點
は
價
格
の

O Y
線
上 

に
投
影
せ
ら
れ
る
。
我
々
は
言
ふ
。
需
要
曲
線
と
供
給
曲
線
ど
は
決
し 

.
て

相

交

は

る

事

は

な
い
。
價
袼
は
S

で
‘な

い
。
而
し
て
價
格
の
點
は
需 

腰

|1
1
1線
怠
供
給
肋
線
と
の
交
點
に
は
な
い
0
:

VI
I
需
駆
_
*|
-1
:
の
任
意
の
ー
點，
c '
供
吣
心
線
の
上
の
任
意
の 

一
®

〃
c 

の
座
標
を
求
め
るi

l
r

ふ
事
は
、
需
要
、
供
給
の
世
界
のI

事
實
を
ば 

失
々
の
世
界
の
限
界
を
劃
す
る(

供

給

，
の

世

界

、
i

價
格
の
世
界)

、
 

ま
だ(

需
要
の
世
界
、

ヾ

」

.價
格
の
世
界)

へ

投
影
じ
て
み
る
事
で
あ
.る
。

び
の
座
樑
を
f

Gb
^
.
の
供
給
'.
%

の
價
格)

"
Cの
座
標
を(

ぼ
の
需
^

^

ザ
の
偾
格)

に
求
め
る
の
で
あ
る
。

(I
X

®

要
li
l
l線
は
第
一
象
服
に
D

供
給
曲
線
は
第
ニ
象
服
に
表
は
せ
。
然
ら
ば
3 Y

は
兩
者
に
共
通
に
®

格
を
表
は
し
M

rv.
; 
. 

... 
.

.

. 

,
 

y
t

g

は
提
供
せ
ら
れ
る
財
の
悬
"

3X
は
提
供
せ
ら
れ
た
財
に
對
す
る
需
要
を
計
る
。
 

、

第

十

九

卷

c
r
l
s
e
te
濟
慨
値
貺
の
做
系

第
八
號
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四
三



:
⑴

 
C
l

 
ニ

三

四)

；
:.
猶

濟

傾

値

說

の

體

系

 

双八號一四四

(X
笫

一
象
眼
S
第
三
象
眼
"
第
二
象
眼
ど
第
四
象
眼V

J

は
夫
々
對
稱
て
あ
る
。
從
て
塑
ハ
圖
の
0

10
1
線
、3

||
1
1線
は
、

ぴ
曲
線
ヵ
シ
肋
線
^

移
^

れ
る
で
あ
ら
ぅ
、
D

及
び
S 

は
、
經
濟
學
の
世
界
其
者
を
甚
ぐ」

し
て
考
へ
ら
れ
た
場 

合
の
爾
要
曲
線
ど
供
給
曲
線
ヾ」

で
あ
る
が
、
ぴ
ヾ
る
と 

は
、.
人
間
的
價
値
的
認
識
の
世
界
の
一
部V

J

し
て
の
經 

濟
學
の
批
界
の
、
需
要
1!
1
1線
ヾ」

供
給
肋
線
ビ

で
あ
る
。

其
意
味
は
"

D
?

s
ど
が
自
然
的
非
®
値
的
認
識
の
事 

實
で
あ
る
に
對
し
て
、
Iy
ヾ

」

ダ

S
は
人
間
的
债
値
的
認 

識
の
事
實：

で
あ
る
ど
言
ふ
事
で
あ
る
。
D
、
S
の
曲
線 

k

就
て
は
、
價
格
は
IE

、
供
給
も
正
9

.0

喪

は
負
で
、め 

る
.が
、
|ぴ
ノ
シ
|1
|
]線
0
場

合

，
一

價

格

は

负

.*
供
給
h
负

：
 

需
要
は
正
で
あ
る
’
何
濟
ば
か
、
ド
は
人
間
的
^
^
的 

i ;
識
の
琪
實
な
る
.の
故
を
以
て
一
般
R
<K
に
着
色
せ
ら 

れ

る

か

ら

で

あ

る

、

正

の

負

は

負

、

负

の

负

は

:(
£
で
あ 

る
か
%
で

あ

る

。人

間

的

價

値

的is
識

の

世

界

を

經

濟

:

'
:
::
.學
の
世
界
に
見
出
す
な
ら
ば
，
典
は
經
濟
價
値
說
の
仳

界
で

あ

る

熟

ら

ば

笫
^
象

服

め

-̂
は
需
.要

琢

.で
■な
：C
て
：效

用

：
.價

锨
.の
，®
線
-:で
.

•ゾ
浓
四
象
眼
の̂

b
,

は\

供
給

m

i

l

で

な

て

勞

働

I
の

nil
線
で

$
h
o

X1

勞
働
、
W

は
效
用
、

Q
は
勞
«
、
0\
.
.は
效
用
、
汾
は
同
じ
く
價
格
を
針
遢
す
る
。
效
用
仙
線
、
 

勞
働
仙
«

上
の
任
意
の
點
は
凡
て
、
價
格
の
.度
線
⑶
の
上
に
役
影
せ
ら
れ
る
り
我
ル
は
次
の
如
く
言
ふ
。

■^1
:

及
び
努
广
象
眼
は
.需
喪
ど
供
給
と
.價
胳
の
自
然
的
實
證
的
の
世
界
。
第
三
'及
：び
策
四
象
眼
は
效
用
ぞ
勞
働
ど

债
格W

の
價
値
的
舰
念
.的
世
界
。
を
表
现
す
-6
'
。

僙

格

は

，
凡

で

の

.場
合
に
共
通
す
る
嬰
素
で
あ
る
。

霜

駆

供

給

惯

格

論

ミ

：效

用

勞

働

價

袼

.論

(

或

は

效

，用.勞
働
及
交
換
®
値
論)

ヾ

」

の
本
質
的
關
係
は
第
六
圖
に
侬
て
正

確
に
；

幾
何
學
的
に
表
明
し
得
る
で
あ
ら
I

經
濟
學
の
諸
問
題
が
偵
格
を
中
心
ど
す
る
事
も
正
確
に
a
解
せ
ら
れ

铎
よ
..
:フ
へ
'
: 

. 

.

\
/ ■ 

.

.

.

(^
笫
七
第
八
笫
九
の
各
圖
に
於
け
る
肋
線
を
夫
々
、
價
格
の
仙
線
；̂
、
效
.用
の
11
(
|
線
0

-\
勞
働
の
|1
|
1
線
1-3ゼ
す
れ
ば
- 

Y
 

o
 

L
 

r
a
f
t 

U
 

^
 

6

 ̂

T
 

 ̂

^
 

 ̂

o

:
:僧
格
は
勞
働
と
灣
用
士
を
因
擻
士
す
る
。
價
格
は
霄
要
ミ
供
給
e
に
依
て
定
ま
る
A 

今
§
を

勞

働

の

軸

ノ0¥
を

效

用

の

軸

"

巧

を

卩

曲

線

上

の

任

意

の

點

ど

す

れ

ば 

レ

れ

ゆ

座

標.
coa
の
勞
働
、

サ

の

效̂ 

:

O X
を
供
給
0

_
、
0 Y
を

需

要

の

猶

-

^

れ
ば

第
t
九
# 

C

1
ニ
三
五)

卜
：

n

k

他
し
a
、
^
は
朽
ょ
ち
の
連
線
が
夫
々
、
^
、
OY
i
交
は
る
®
で
あ
る
。
勞
働v

供 

給
と
は
共
妃
疋
、
效
用
ミ
«

耍
ど
は
共
に
負
ミ
す
れ
ば
、
價
格
の
!1
1
1線
？
は
辦
ニ
象 

.
眼
若
し.
<
は
鎗
3
象
眼.
に
.屬

す

る

も

の

て

あ

ら

5
。

:

經
濟
f

の
體
系
：;
:

.

.

.

蒗

八

歡

5

五



第

十

九

卷

(

二 I

三
六
-

)

_

偾
値
說
の
體
系：

. 

第
八
號 

一I

效
用
は
欲
望W

欲
望
の
對
象
と
を
因
數
と
す
る
。

UX
DC
對
象
"
od

欲
望)

0

は
00
、
0(
1
の
、
疋
、
負
の
性
質
如
何
に
依
て
-
第

，一
第
ニ
黹
三
及
び
第
四
象
眼 

:
に

屬

す
。

.
：

:

.

:;;
勞

働

は

自

然

的
要

素(

土
地
或
は
人
口)

ど
人
間
的
駆
素(

資
本
或
は
企
業)

ビ 

を
因
數
ど
す
る
。
レ

(

oe
自
然
的
要
素
、
o f
人
的
要
素〉

L t
^
oe
"

of
の
、
正
、
負 

の
性
質
如
何
に
依
て
、
第」

、
第
二
、
第
三
、
第
四
>
象
眼
に
®
す
。

雜
要
曲
線
？
供

給

fi
l
l線
も
同
様
に
し
て
考
へ
ら
れ
る
0
馆
七
圖
は
跟
標
軸
に
價 

格
を
含
ま
ず
、
第
八
、
德
九
圖
は
價
格
を
全
然
含
ま
ざ
る
に
注
意
す
可
さ
で
ゐ
る
0'

:
XI
(1
)

價
格
は
需
要
ど
供
給W

に
侬
て
宛
ま
る
.‘
經
濟
的
な
る
雷
耍
は
ー
般
的
霞
耍 

が
或
るS

迄
增
大
し
て
經
濟
的
利
益
の
發
生
を
可
能
な
ら
し
む
る
時
始
め
て
存 

M
h
在

す

る

。
::
:
供

給

の

場

合
も
此
と
同
じ
く
、
供
給
す
，る
事
に
依
て
經
濟
的
利
益
を 

:
，發
生
せ
し
め
得
る
時
^
の
み
發
生
す
る
。
從
て
需
要
曲
線
S
供
給
!il
l
線
ミ
は
座 

樑
軸
の
原
點
に
於
て
交
は
る
事
は
な
い
。
常
に
利
潤
を
ニ
般
的
に
は
經
濟
的 

利
益
を)

挾
ん
で
相
對
峙
す
る
0
利
潤
はJ

般
に
價
格
の
增
火
ご
共
に
皙
大
す

る

從

て

需

要

肋

線

ビ

供

給

曲

線

i
の

距

6
は

價

格

の

增

大

と

共

^
增

大

す

る
 

N
債

格

は

勞

働V 」

效

用

ビ

に

依

て

定

ま

る

。

此

場

合

は

：⑴

マ
V相
似

•て

ゐ

る

？

己
§

へ.、

雜

十

九

卷

(
一

二
三
七)

經
濟
倒
値
訛
の
體
系

第
八
號

四
七



第

十

九

卷

(

1
ニ
三
八)

;:
經
濟
值
値
說
の
體
系 

第

八

號

1

四
八

:
:(3
)
價

格

は

需

要

と

供

給

？

^

故
て
定
ま
る
、
成

は

價

格

は

勞

働

W

效
用

t
に
依
て
定
ま
る
。

價

格

は

一

般
に

.
ml
(4
)
經
濟
學
の
認
識
の
對
象
—
般
は
價
格」

般
で
ぁ
る
、
凡
て
の
認
識
の
對
象
は
價
袼
に
投
影
せ
ら
れ
る
。

丨

例
第1

、

第

二

象

眼

は

自

然

的

非

價

値

的

認

識

の

世

界

、

第
ー

〗

一
、

第

四

象

眼

は

人

間

的

價

値

的
E
識

の

世

界

、
前 

_

« :
に
於
て
0¥
の
價
格
，
啤

0 .
供 

後
者
の
場
合
呢
の
價
格
、
低
の
效
用
は
疋
"

0X
の
努 

:

'
働
は
^
。
價
格
は 
Y
o
r
o

:-
:;
;

供

給

V
J

勞

働

W
は

對

稱

。

第

一

箜

ー

象

眼

一

般

ど

第

三

第

四

象

眼

一

般

マ

」

も

對

稱

。

」

；

(7
)

需
要
ど
效
用
の
0
0
V
«

給
せ
勞
働
の
曲
線
は
夫
々
m

#
者
文
化
價
値
及
び
生
產
者
文
化
價
値
に
關
す

。 

以
上
七
個
の
條
#

を
具
脆
す
る
ダ
;4
ァ
グ
ラ
ム
を
作
れ
ば
右
の
如
く
て
ぁ
ら
ぅ
。

;:
_

し
圖
中
び
、
SS
、
JU
、，
LI
ば
夫
々
霞
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
效
用
の
線
及
び
勞
働
の
線
を
表
明
す
る
。

一
一
個
の
點 

::
:
p
r
p
:

V
J
o
o
n.
と
は
夫
ダ
生
翻
者
文
化
價
値
、：
消
費
者
文
化
價
値
の
ff
i
で
ぁ
る
。
双
曲
線
如
、
§
の
ニ
^

の
焦
點 

で
ぁ
る
。
f
 

I
)  

f 

(

p
r
o
r
l
li
c
n
o? I

)  <
(
c

o
n

.I
I
>

ミ
は
夫
々
對
稱
且
り
0
は

原

點

て

ぁ

る

。¥ ¥
は

價

璐

广 

::
:

o x
は
馆
一
象
服
に
於
て
は
財
の
量
、
祐
四
象
眼
に
於
て
ば
效
用
。

0 ^
は
第
ー
1象
眼
に
於
て
は
需
要
、
笟
三
象
眼
に
於
丨 

::」

て
は
勞
働
を
計
る
。

:.

v

h
O Y
一
S
F!
を
取
れ
、
^

ら
ば
?1
0
は
ー
定
の
«

格
で
ぁ
る
、

一
定
の
價
格
，は
我
々
が
日
常
現
實
の
取
引
に 

-，卜
今
で
摩
淡
且
つ
確
實
に
經
驗
し
得
る 

る
直
線
が
况
ミ

交
は
る
點
を
P

と
せ
ょ
、
 

然
ら
ば
.需
要
_

線
3
..の
..上
じ
寫
さ
れ
.れ
債
格
の
姿
は
曲
線
分
时
，で
あ

ら

}
0.

逆
.に
p^
'の

■需
要

が

存

す

る
時
の
馈
格
は

p.
o
o.
價

格
⑶

、

1要
^4
な
.る

場

合

に

提

供

，
せ

ら

れ

る

麻

貨

の

-最

は

^
。

即

ち
.
5
で
あ
る
。

.

.

.

.

.P
.
の

座

標(

顧
格
の
职
、
財
の
5〕

.
ノ
-

-
.
，
-

-
：
(A
)

.
|
上
任
.意
0

1
點
を
?
>
せ
ょ
、
p3
5r
ff
i

b

.o
x

に
平
行
な
る
直
線
が
说
と
交
は
み
點
を
|
、P

0
/
/
P

ミC

と
す
れ
ば
、
 

價
格g

な
る
：場
合
、
認
め
ら
れ
た
る
效
用
は
曲
線
分
|
/
费
さ
れ
た
勞
働
は
\

即
ち
00
で
あ
る
。

:-
p-(

«
格

：の̂

、
勞
働
の

OC)
…

：
：
：

.
；

(C 

同

樣

に

し

て

第

ニ

象

服

に

ド

ぐ
^
及
び
^
ミ
笫
四
象
眼
に
巧
ー
及
び
^
を
作
れ
ば

:
;へ
：
:
^
の
座
標
：(

價

格

の

§

，
 

-
-
(B
)

價
格
明
な
る
場
合
"
供
給
は
11
£
1
線

分

巧

需

要

は

05
で
あ
る
"

,.
',

-

p/
/
/;の
座
標
，(

價
格
の
§
"
效
用
の
oe〕
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